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防災学習の目標 

■目指す子供の姿（防災学習と気候変動環境学習共通） 

将来に夢と希望を持ちながら 

防災や気候変動対策の意識を持って行動し、 

たくましく生きようとする子供  

 防災 学習の 内容は地 震や風 水害な どの災害 であり 、気候 変動 環境 学習で は地球 温暖 化で

ある。 どちら も最悪の 事態を 想定し た内容を 取り扱 うため 、ど うし てもネ ガティ ヴ思 考に

なりが ちであ る。危機 意識を 持たせ ながらも 、正し い知識 や技 能を 身に付 けてと もに 行動

してい けば、 課題を解 決する ことが できると いう「 夢と希 望」 を持 たせ、 たくま しく 生き

ようと する子 供の姿を 目指し ていく 。  

  

■防災学習の目標 

既存の 教科・ 領域と同 様に、 編成す る防災学 習にお いても 三つ の資 質・能 力に整 理し て

目標を 設定し た。 

 探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことをとおし

て、自助と共助の防災力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 災害の種類や特徴、発生メカニズムや被害、復旧・復興等について理解

するとともに、危険から命を守る方法や災害に備える技能を身に付けるよ

うにする。 

【知識及び技能】 

(2) 身の回りの危険を予測して、どのように行動すればよいかを判断し、自

らの安全を確保しようとする能力の基礎を養う。 

【思考力・判断力・表現力等】 

(3) 震災の教訓 を 受け継いで 伝え、 他の人や地 域の安 全に役立と うとす る

態度を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 
防災学 習で身 に付けさ せたい 力は、 自助と共 助の意 識を持 って 行動 してい く防災 力で あ

る。小 学校の 段階では 自らの 安全を 確保する 自助の 力を育 てる 中で 、周り の人や 地域 のた

めに役 立とう とする共 助の素 地を養 う。自助 と共助 はそれ ぞれ 相反 するも のでな く、 自助

の行動 が共助 につなが り、共 助の行 動もやが て自助 につな がる など 、互い に重な り合 うも

のと捉 える。  
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防災学習の内容 
三つの 資質・ 能力を受 けて、 防災学 習で取り 扱う内 容を A～F の六 つに構 成した 。さら

に、六 つの内 容構成 を 20 項目に細分化 し た。  

 

A 災害等の理解に関すること。（災害等の理解） 

(1) 災害の種類や特徴等を理解する。 

(2) 発生メカニズムや災害による被害等を理解する。 

(3) 地域で起きた過去の災害と伝承を理解する。 

(4) 災害防止や復旧・復興に関する取組を理解する。※公助 

B 危険から命を守る方法に関すること。（命を守る方法） 

(1) 身の守り方や避難の仕方を理解する。 

(2) 情報を生かす方法を理解する。 

(3) 応急手当の方法を理解する。 

(4) 生き抜く知恵と技能について理解する。 

C 日常の備えに関すること。（備え） 

(1) 家庭での備えを理解する。 

(2) 学校や地域での備えを理解する。※公助 

D 危険の予測・判断に関すること。（予測・判断） 

(1) 危険を予測する。 

(2) 安全に行動するために適切に判断する。 

E 支援者の基盤に関すること。（支援者の基盤） 

(1) 強い心を持ち、冷静に行動しようとする。 

(2) 感謝や思いやりの心を持って行動しようとする。 

(3) 自然を愛護して生命を尊重しようとする。 

(4) 他者との関わりを持とうとする。 

F 社会貢献に関すること。（社会貢献） 

(1) 被災者を支援しようとする。 

(2) 教訓を伝えようとする。 
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(3) 家庭や地域に役立とうとする。 

(4) 夢や希望を持とうとする。 

 A～C は 「知識 及び 技能」 に関す る内 容、D は「思考力・ 判断力 ・表現 力など 」に 関す

る内容 、E～F は「 学 びに向 かう力 、人 間性 など」 に関す る内 容となって いる。  

 

 

防災に関する知識及び技能の具体的な内容 
 防災 学習で 取り扱う 内容 A～C の 「知 識及び技能 」では 、具 体的にどんな内容を取 り上

げるか を次の ように設 定した 。対象 学年は 第 5、6 学年を 想定し た。第 4 学年以 下の 学年

は、発 達段階 に応じて 内容を 取り上 げる。  

分野 項目  具体的 な内容  用語等  

A  

災 害 等

の 理 解

に 関 す

ること 。 

(1)  災 害 の 種

類 や 特 徴 等

を理解 する。 

ア） 地震の 特徴を理 解する 。 

イ） 津波の 特徴を理 解する 。 

ウ ）  風 水 害 の 特 徴 を 理 解 す

る。 

エ） その 他の災 害の特徴を理

解する 。  

（雷、 竜巻、 噴火 など ） 

・  震度 0~7 

・  起震車 「ぐら ら」 

・  津波の 速度 

・  津波の 第 1～3 波  

・  雨の強 さ（１時 間雨 量 ） 

・  風速 

・  雷の音 と光 

(2)  発 生 メ カ

ニ ズ ム や 災

害 に よ る 被

害 等 を 理 解

する。  

ア） 地震 の大ま かな発生メカ

ニズム と被害 を理解す る。 

イ） 津波 の大ま かな発生メカ

ニズム と被害 を理解す る。 

ウ） 台風 や集中 豪雨の大まか

な 発 生 メ カ ニ ズ ム と 被 害

を理解 する。  

エ） その 他の災 害の大まかな

発 生 メ カ ニ ズ ム と 被 害 を

理解す る。 

・  マグニ チュー ド  

・  プレー ト  

・  断層 

・  （ 海 溝 型 地 震 と 直 下 型

地震）  

・  大型台 風  

・  台風の 進路 

・  局地的 大雨 

・  積乱雲  

・  洪水 

・  内水 

(3)  地 域 で 起

き た 過 去 の

災 害 と 伝 承

を理解 する。 

ア） 東日 本大震 災や過去の災

害を理 解する 。  

イ） 東日 本大震 災や過去の災

害の伝 承を理 解する。  

・  東日本 大震災  

・  津波て んでん こ  

・  津波浸 水エリ アの表示  

・  震災遺 構  

・  語り部  

(4)  災 害 防 止

や復旧・復興

ア） 地域 の関 係機関 の人た ち

に よ る 東 日 本 大 震 災 か ら

・  ライフ ライン の復旧  

・  被災地 支援 
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に 関 す る 取

組 を 理 解 す

る。 

の復旧・復 興の様 子を 理解

する。（ 公助 ）  

・  災害ボ ランテ ィア 

・  震災廃 棄物（が れき）の

処理 

・  仮設住 宅  

・  まちづ くり 

B  

危 険 か

ら 命 を

守 る 方

法 に 関

す る こ

と。 

(1)  身 の 守 り

方 や 避 難 の

仕 方 を 理 解

する。  

ア） 通学路 の「こど も 110 番

の店・ 家」を 知る。  

イ） 災害 から 身を守 る方法 を

理解す る。 

（地震、津波、風 水害 、雷） 

ウ） 場所 や時刻 、状 況の違 い

に よ る 身 を 守 る 方 法 を 理

解する 。  

エ） 校庭 の避 難場所 への避 難

の仕方 を理解 する。  

オ） 地域 の一 時避難 場所と 避

難所を 知る。（公助）  

カ） 自宅か ら一時避 難場所 ・

避 難 所 ま で の 避 難 経 路 を

理解す る。 

・  「こども 110 番の店 ・

家」 

・  ダンゴ ムシの ポーズ  

・  シェイ クアウ ト訓練  

・  防災頭 巾  

・  「お・は・し・も 」（ 押

さない・走らな い・し ゃ

べらな い・戻 らない）  

・  避難準 備、避難 指示（ 緊

急） 

・  ハザー ドマッ プ  

・  垂直避 難  

・  津 波 避 難 （ タ ワ ー 、 ビ

ル、丘 ）  

(2)  情 報 を 生

か す 方 法 を

理解す る。 

ア） 天気 予報 や気 象 情報 、防

災 情 報 の 内 容 と 入 手 の 仕

方を理 解する 。  

イ） 災害時 の心 の変化と行動

を理解 する。  

・  エリア メール  

・  緊急地 震速報  

・  注意報、警報、特別警 報  

・  ナウキ ャスト  

・  防災情 報アプ リ  

・  災害用 伝言ダ イヤル  

・  正常性 バイア ス  

・  風評被 害  

(3)  応 急 手 当

の 方 法 を 理

解する 。  

ア） 出 血や打撲 をし たとき の

簡 単 な 手 当 の 仕 方 を 理 解

する。  

イ） AED の機能 と設 置場所 を

理解す る。 

・  止血法  

・  AED 

(4)  生 き 抜 く

知 恵 と 技 能

に つ い て 理

解する 。  

ア） ラ イフライ ンが 止まっ た

と き に 生 き 抜 く た め の 知

恵を理 解する 。  

イ） 避 難所での 生活 の仕方 と

役割を 理解す る。 

・  ラ イ フ ラ イ ン の 代 替 手

段 

・  炊き出 し  

・  エコノ ミー症 候群 

・  心のケ ア  
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C  

日 常 の

備 え に

関 す る

こと。  

(1)  家 庭 で の

備 え を 理 解

する。  

ア） 家 庭での設 備に 関する 備

えを理 解する 。  

イ） 家 庭での物 資や 食料に 関

する備 えを理 解する。  

ウ） 災 害時の家 庭内 の約束 や

役 割 分 担 の 大 切 さ を 理 解

する。  

・  「お・た・い・わ 」（ 落

ちない・倒れな い・移 動

しない ・割れ ない）  

・  防災資 機材 

・  家具の 転倒防 止  

・  非常用 持ち出 し品 

・  非常備 蓄品（ 災害食）  

・  防災家 族会議  

(2)  学 校 や 地

域 で の 備 え

を理解 する。 

ア） 学 校の防災 への 取組を 理

解する 。  

イ） 地 域の防災 への 取組を 理

解する。（公 助）  

ウ） 避 難訓練の 大切 さを理 解

する。  

・  備蓄倉 庫  

・  避難訓 練  

・  地域防 災訓練  

・  SBL（ せ ん だ い 防 災 リ

ーダー ）  

※仙台 市立七 郷小学校 「防災 安全科 」、防 災 士教本 （日本 防災士機 構）等 を参考 に作 成。  
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教科書等における防災に関する内容 
防災と 気候変 動に関す る内容 が学習 指導要領 と教科 書等の どの 学年 の何の 教科・ 領域 に

位置付 けられ ているか は、次 のとお りである 。 

防災に 関する 内容は、 学校安 全（生 活安全、 交通安 全、災 害安 全） の一つ であり 、発 達

段階に 応じて 全学年で 扱われ ている 。教科・ 領域は 、社会 、理 科、 生活、 家庭、 体育 （保

健）、特 別の 教科 道徳 、総合 的な学 習の時間 （単元 として 設定 した 場合）、特別 活動と 多

岐にわ たって いる。  

教科書 （東京 書籍等） を見る と、社 会では、 4 年「地 震か らくら し を守る」、5 年 「自

然災害 を防ぐ 」、6 年「震災復興の願い を実 現する 政治」 が防 災の 単元と して設 定さ れて

いる。 理科で は、単元 の中の 一部に 防災の内 容が扱 われて いる 。生 活では、「ま ちたん け

ん」の 中で安 全の視点 が取り 上げら れている 。体育 の保健 分野 では 、「自然災害 による け

がの防 止」が 題材とし て設定 されて いる。特 別の教 科 道 徳では 、「 節度、 節制」 や「 命の

尊さ」 などの 価値が防 災の自 助と共 助に関連 する。 特別活 動で は、 学校行 事とし て自 然災

害を想 定した 避難訓練 、学級 活動で 安全副読 本等を 活用し た防 災を 全学年 で扱う 。防 災の

内容は 含まな いが、防 災に関 する意 見文を書 くなど 、国語 との 関連 も図る ことが でき る。 

このよ うに、 防災に関 する内 容は各 学年の様 々な教 科・領 域に 散在 してい る。そ れら を

関連さ せて横 断的に学 習する プログ ラムを作 成・実 践する こと によ って、 育てた い資 質・

能力で ある自 助と共助 の防災 力をよ り身に付 けさせ ること がで きる と考え る。  

教科書 等にお ける防災 に関す る内容  

学年  社会  理科  生活  家庭  体育  道徳  総合  特活  
1   〇   〇  ◎ 
2   〇   〇  ◎ 
3 〇 〇    〇 ◎ ◎ 
4 ◎ 〇    〇 ◎ ◎ 
5 ◎ 〇  〇 ◎ 〇 ◎ ◎ 
6 ◎ ◎    〇 ◎ ◎ 

◎：単 元・題 材が設定 されて いるも の（総合 は設定 した場 合）  〇 ：関連 するも の 

※家庭 の教科 書は開隆 堂、特 活の副 読本は教 育出版 、それ 以外 は東 京書籍 を使用 。 
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防災学習の内容の取扱い例 
 発達 段階を 考慮して 各学年 におい てどの内 容を取 り扱う かを 以下 のよう に設定 した 。  

内容の 構成 1 年  2 年  3 年 4 年  5 年  6 年  

A 災 害 等 の 理 解

に関す ること  

    災害の 特徴  

発 生 メ カ ニ ズ ム （ 地

震、津 波、風 水害）  

B 危 険 か ら 命 を

守 る 方 法 に 関

するこ と  

身の守 り方 

（地震 、風水 害） 

    

C  日 常 の 備 え に

関する こと 

  災害へ の備え  

（対策 、災害 食） 

  

D 危 険 の 予 測 ・

判 断 に 関 す る

こと 

各学年 ともに 設定した 単元や 避難訓 練等で取 り扱う 。  

E 支 援 者 の 基 盤

に関す ること  
各学年 ともに 道徳等で 取り扱 う。 

F 社 会 貢 献 に 関

するこ と  

  
家 庭 に 役 立 と う と す

る。 

地 域 に 役 立 と う と す

る。 

教訓の 伝承 

 1、2 年 生で は、主 に B「命を 守る方法」を取り 扱い、地震や風 水害の 危険か ら身を守 る

方法や 避難の 仕方を身 に付け させる 。3、4 年生で は、主 に C「備 え」を取 り扱 い、日頃 か

らの防 災への 備えを家 族とと もに行 わせる。5、6 年生で は、主 に A「災 害の理 解」を取 り

扱い、災害の特徴 や発 生メカ ニズムを理 解さ せる。D「予測・判断 」に関 しては 、各学年 と

もに設 定した 単元や避 難訓練 等で取 り扱う。E「支 援者の 基盤 」に 関して は、各 学年と も に

道徳等 で取り 扱う。F「社会貢献」に関 して は、3、4 年生 で家庭 に役立 とうと する態度 、

5、6 年 生で 地域に 役立とうとする 態度 を育てる 。さら に、6 年生では 、災害 の教 訓を受 け

継いで いこう とする態 度も養 う。 

 


